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　１月23日、アサヒビール株式会社が200万円を広野町に

寄付し、白井源
もとあき

晃福島支社長から遠藤町長へ目録が手渡さ

れました。アサヒビールグループは、業界で唯一、福島県

にビール工場を有し、かねてから福島をはじめとした東北

地方に所縁があり、産学協同のプロジェクトや各地のお祭

りの支援なども行われてきました。

　寄付金は、将来にわたり自立可能なまちづくりへの支援

として国産バナナ栽培事業に充ててほしいとの申し出があ

りましたので、二ツ沼総合公園において有効に活用します。

アサヒビール（株）が
復興支援の寄付

↑白井福島支社長（写真左）から寄付を受け取る遠藤町長（写真右）

　１月24日、広野町と高野病院、馬場医院、広野町社会福

祉協議会の４機関は地域包括ケアシステム構築等に関する

協定を締結しました。この協定は、超高齢化社会ならびに

人生100歳時代を見据え、医療・福祉・介護の様々な課題

に対し迅速に対応するため、包括的な地域連携として「地

域包括ケアシステム」の構築を目的としたものです。遠藤

町長は「町内における福祉・医療機関の有機的な連携をよ

り強固なものにしていきたい。」と挨拶を述べました。ま

た、協定締結式では遠藤町長が広野町の「福祉のまちづく

り」宣言を行いました。

広野町と医療・福祉機関における地域包括
ケアシステム構築等に関する協定締結式

↑４機関で協定を締結

　１月26日、開催予定のＪヴィレッジ再開記念ハーフマラ

ソン大会が雪のため中止となったため、ゲストの柏原竜二

さんによるランニングイベント・トークショーが開催され

ました。柏原さんは、日常生活に取り入れやすいトレーニ

ングやストレッチなどを紹介しました。イベント開催にあ

たり、遠藤町長は、大会中止を惜しみながら「全国から多

くの人に来ていただき力をもらった。来年も同じような企

画をしたいのでぜひまた参加してもらいたい。」と話しま

した。

柏原竜二さんによる
ランニングイベント・トークショーを開催

↑トークショーの様子

　１月４日、広野町役場において交通死亡事故ゼロ1000日

達成表彰伝達式が行われました。町は交通事故による「死

者ゼロ1000日」を達成し、福島県交通対策協議会長表彰を

受けました。相双地方交通対策協議会長の佐々木秀三相双

地方振興局長が広野町交通対策協議会長を務める遠藤町長

に表彰状を手渡しました。

　遠藤町長は、「今後も関係機関と連携し、死者ゼロを継

続していきたい。」と話しました。伝達式には、富岡地区

交通安全協会広野分会の猪狩恒夫会長と長谷川忠昭副会

長、佐藤功副会長が同席しました。

交通死亡事故ゼロ1000日達成
表彰伝達式

↑表彰伝達式の様子

　１月９日、双葉地方町村会は、内堀雅雄福島県知事に対

し要望活動を実施しました。

　要望事項として、①避難地域の復興の実現、②復興推進

体制の継続、③帰還困難区域の取扱い、④復興に向けた人

員の確保、⑤中間貯蔵施設および最終処分場の確保・整備・

安全管理、⑥双葉地方の復興に向けた道路・鉄道の復旧・

整備、⑦双葉地域の医療体制の再構築と保健医療福祉人材

の確保、⑧双葉地域の教育環境の整備・充実などで、双葉

地方の復興が成し遂げられるまで対応するよう要望しまし

た。

双葉地方町村会要望活動を実施

　１月８日、広野町中央体育館で平成31年広野町新春交歓

会を開催し、約230人の関係者や町民の方が集い、新年の

あいさつを交わし、復興に向けて決意を新たにしました。

会場では、広野産のみかんを使用したみかんジュースや、

広野町振興公社が調理した豚汁が振る舞われたほか、広野

町文化協会の茶道部会による呈茶サービスが行われまし

た。

　遠藤町長が新年の挨拶を述べ、来賓として出席した吉野

正芳衆議院議員をはじめ来賓の方々が祝辞を述べられまし

た。

平成31年広野町新春交歓会を開催

　12月25日、広野町役場において平成30年度広野町総合教

育会議を開催しました。今年度の総合教育会議では、「県

立ふたば未来学園中学校の開校に伴う町立学校等魅力化検

討」と「広野町認定こども園の新設に伴う広野幼稚園舎の

有効活用」について、各検討委員会から町長へ提出された

提言書の内容について報告があり、出席した教育委員から

積極的な意見交換がありました。

平成30年度
広野町総合教育会議を開催

↑総合教育会議の様子

↑新春交歓会の様子↑内堀県知事（写真左から５人目）に要望書を提出

　１月４日、東京電力ホールディングス(株)小早川社長が
広野町役場を訪れ、遠藤町長、黒田議会議長、北郷議会副
議長に対し、新年の挨拶と、今後の対応について報告をし
ました。
　遠藤町長は、「地域住民への適宜適切な情報発信と広野
火力発電所と石炭ガス化複合発電（IGCC）の安全な運転、
汚染水対策が着実に前進するようお願いします。」と要望
しました。これに対し小早川社長は、「地域の方々に安心
していただけるよう、安全な作業を進めるとともに迅速な
情報公開に努め、復興と廃炉作業に対し、誠実に対応して
まいります。」と話しました。

東京電力ＨＤ(株)小早川社長が来庁

↑意見交換の様子


